
 

 

  

社 

楽 

神
奈
川
県
立
川
崎
図
書
館 

が
所
蔵
す
る 

全
国
有
数
の
〃
社
史
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〄
を 

さ
ら
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、 

社
史
の
使
い
方
や
、
社
史
の
楽
し
さ
、 

社
史
情
報
な
ど
を
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。 

Ｖｏｌ.20 

2013/08 

数
年
前
、
図
書
館
に
か
か
っ
て
き
た
電
話
で
、

「
あ
る
社
史
の
厚
さ
を
調
べ
て
ほ
し
い
」
と
い
う

質
問
を
受
け
ま
し
た
。
内
心
、「
ペ
ー
ジ
数
で
は

な
く
て
、
厚
さ
と
は
… 

な
ん
の
た
め
に
必
要
な

の
か
な
あ
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
該
当
す
る

社
史
と
定
規
を
も
っ
て
き
て
、「
だ
い
た
い
、
２

セ
ン
チ
何
ミ
リ
く
ら
い
で
す
か
ね
」
な
ど
と
回
答

し
ま
し
た
。 

電
話
口
で
、
定
規
で
厚
さ
を
は
か
っ
て
い
る
行

為
が
、
「
自
分
は
何
を
や
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
」

と
い
う
感
じ
が
し
て
面
白
か
っ
た
記
憶
が
あ
り

ま
す
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
ラ
イ
バ
ル
会
社
さ
ん

よ
り
厚
い
社
史
を
作
ろ
う
、
な
ん
て
こ
と
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

 

ＳＨＡ 

ＲＡＫＵ 

 

社
史
自
由
研
究
・
厚
い
社
史
は 

お
も
あ 

た
て
て
厚
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
印
象
で
す
。 

８
セ
ン
チ
を
超
え
る
と
、
厚
さ
に
よ
る
風
格
？

が
漂
っ
て
き
ま
す
。
明
ら
か
に
８
セ
ン
チ
を
超
え

る
社
史
に
は
、
例
え
ば
『
兵
庫
相
互
銀
行
五
十
年

史
』
（1

9
6

2

年
）
、
『
住
友
信
託
銀
行
五
十
年
史
』

（1
9

7
6

年
）、『
駿
河
銀
行
七
十
年
史
』（1

9
7
0

年
）、

『
山
一
證
券
史
』（1

9
5
8

年
）
が
あ
り
ま
し
た
。
銀

行
・
金
融
機
関
等
は
、
メ
ー
カ
ー
等
に
比
べ
る
と

厚
い
社
史
が
多
い
よ
う
で
す
。
業
種
に
よ
る
特
徴

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
セ
メ
ン
ト
の
『
麻
生

百
年
史
』
（1

9
7

5

年
）
も
８
セ
ン
チ
超
え
で
し
た
。

現
在
の
副
総
理
・
麻
生
太
郎
さ
ん
が
社
長
だ
っ
た

こ
ろ
に
刊
行
さ
れ
、
肖
像
写
真
も
載
っ
て
い
ま
す
。 

 

厚
い
本
の
代
名
詞
と
も
い
わ
れ
て
い
た
社
史
で

す
が
、
最
近
は
、
紙
の
品
質
の
向
上
や
、
め
く
り

や
す
さ
、
分
冊
化
の
増
加
な
ど
も
あ
り
、
見
る
か

ら
に
厚
い
社
史
は
減
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
科
学
情
報
課
・
高
田
）  

さ
て
、
去
年
の
「
社
楽
」
８
号
で
は
夏
休
み

特
集
と
し
て
、
長
さ
と
重
さ
を
調
べ
た
の
で
、

今
年
は
厚
さ
を
調
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

社
史
室
の
書
架
に
並
ん
で
い
る
社
史
を
抜
き

出
し
て
は
、
普
通
の
定
規
を
使
っ
て
だ
い
た
い

の
厚
さ
を
は
か
っ
て
い
く
と
い
う
、
あ
ま
り
正

確
と
は
い
え
な
い
調
査
で
す
。
外
函
は
除
き
、

全
何
巻
の
場
合
は
１
冊
を
対
象
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
業
界
団
体
・
商
工
会
議
所
・
県
信
連
・

公
団
と
い
っ
た
経
済
団
体
等
の
年
史
に
も
厚
い

本
は
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
は
調
査
の
対

象
に
含
め
な
い
こ
と
に
し
ま
す
。 

重
さ
の
調
査
で
第
１
位
だ
っ
た
『
東
京
急
行

電
鉄
５
０
年
史
』
（1

9
7

3
年
）
は
７
．
７
セ
ン

チ
で
し
た
。
本
自
体
は
大
き
い
も
の
の
、
と
り 
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ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
の
新
作
映
画
「
風
立
ち
ぬ
」（
宮
崎
駿 

監
督
）
の
モ
デ
ル
が
零
戦
の

設
計
者
・
堀
越
二
郎
で
す
。 

堀
越
二
郎
は
三
菱
内
燃
機
（
の
ち
、
三
菱
重
工
）
の
名
古
屋
航
空
機
製
作
所
に
勤
め
て

い
ま
し
た
。
社
史
に
も
記
載
が
あ
る
の
か
、
念
の
た
め
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

お
も
に
戦
前
の
歴
史
を
記
録
し
た
『
三
菱
重
工
業
株
式
会
社
史
』（1956

年
）
や
『
三

菱
重
工
業
株
式
会
社
史
写
真
集
』（1954

年
）
に
は
、
零
戦
を
は
じ
め
多
く
の
大
戦
中
の

戦
闘
機
な
ど
が
数
多
く
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
と
く
に
堀
越
二
郎
が
関
わ
っ
て
い
た
明

確
な
記
述
は
探
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

『
往
事
茫
茫
‐
三
菱
重
工
名
古
屋
五
十
年
の
懐
古 

第
１
巻
』（1970

年
／
菱
光
会
刊

行
）
と
い
う
当
時
の
関
係
者
の
文
集
に
は
、
堀
越
二
郎
が
「
技
術
一
す
じ 

葭
の
ず
い
か

ら
覗
い
た
名
航
・
名
発
史
の
断
面
」
を
寄
稿
し
て
い
ま
す
。
他
の
寄
稿
者
の
文
章
の
中
に

も
、
堀
越
二
郎
は
し
ば
し
ば
登
場
し
ま
す
。 

比
較
的
、
新
し
い
『
三
菱
重
工
名
古
屋
航
空
宇
宙
シ
ス
テ
ム
製
作
所
５
０
年
史
』（2007

年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
巻
末
の
要
職
者
の
在
任
表
で
は
、
堀
越
二
郎
が
初
代
の
技
師
長

（1961.6-1963.3

）
に
就
任
し
て
い
た
こ
と
も
確
認
で
き
ま
し
た
。 

 

戦
前
の
日
本
の
航
空
産
業
を
母
体
と
し
て
い
る
企
業
は
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
を
は
じ
め

数
多
く
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
オ
フ
ィ
ス
の
椅
子
・
机
な
ど
で
お
な
じ
み
の
岡
村
製
作
所

も
、
日
本
飛
行
機
岡
村
分
工
場
に
さ
か
の
ぼ
れ
ま
す
。
「
岡
村
」
と
い
う
名
称
は
横
浜
市

磯
子
区
の
地
名
で
す
。
同
社
の
社
史
『
岡
村
製
作
所
６
０
年
史
』（2006

年
）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

（
科
学
情
報
課
・
高
田
） 

※
文
中
の
『
往
事
茫
茫
』
は
１
巻
と
３
巻
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
が
、
２
巻
は
未
所
蔵
で
す
。 

ご
寄
贈
、
大
歓
迎
で
す
。
ま
ず
は
、
ご
一
報
く
だ
さ
い
。 

「
風
立
ち
ぬ
」
堀
越
二
郎
を
社
史
で
調
べ
る 

●新着社史から  ～ 紙面の関係で２冊だけですが ～ 

北から南、刊行の新しいものから古いものまで、多くの社史を企業・団体・個人の方々から寄贈

していただいています。これからも、ご寄贈をよろしくお願いします。 

書名 会社名 資料番号 刊行年月 

トヨタ自動車 75 年史 トヨタ自動車株式会社 81567695 2013 年 3 月 

日本を代表するトヨタ自動車が 75 年史を刊行しました。創業から 2012 年まで、グローバル

化していく企業の流れやトヨタ自動車の足跡を辿ることのできる資料です。資料編では車輛系統

図などが目をひきます。 

株式会社ユニオンの５０年 株式会社ユニオン 81566168 2008 年 3 月 

ドアハンドル専業メーカーで、建築金物業界では初めてカラーカタログのダイレクトメールを実

施したり、開業当初の東海道新幹線の全駅舎でドアハンドルが使用されたり、独自の道を開いて

いくエピソードが満載です。分冊では、文化の道を切り開いた著名人にスポットをあてました。 

 


